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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

単元などをまとまりとした評価シートを作成し，授業を通して身につけ
た力を生徒に評価させ，学習方法の改善や学習意欲の向上を図る。
また，それを授業改善や個に応じた指導に役立てる。

【授業アンケート】
【評価シートの活用状況】

「やまなしスタンダード」7つの視点の実践に向け，相互授業参観等を
通し，教科を超えて学び合い，魅力ある授業づくりにチームとして取り
組む。

【授業アンケート】
【相互授業参観の状況】

年度初めの二者懇談や「今未来手帳」の活用を通じて，学習状況等の
把握に努める。また，生徒に学習目標を持たせ学習意欲を喚起する。

【二者懇談の状況】
【今未来手帳活用状況】

挨拶指導の徹底や言葉遣い・聞き方の指導を通じて，社会の中で良
好な人間関係を作り上げるための基本的マナーを身につけさせる。

【登校指導の実施】
【学年・学科集会など様々な場面
での指導】

学校行事・部活動・地域交流など，多くの人と関わり合い良好な人間
関係を形成する場面を設ける。

【部活動の活性化】
【学校生活の充実感】
【地域交流の活動状況】

教職員間の共通理解及び保護者との連携を図り，良好な人間関係と
規範意識を醸成する。

【教職員間の情報共有】
【保護者への情報発信】

「総合的な探究の時間」「課題研究」「産業社会と人間」での探究活動
を通して，外部機関等と連携しながら効果的なキャリア教育を行う。

【地域社会への関心度】

インターンシップやオープンキャンパス等を有効に活用し，社会の一員
としての職業観を養い，将来の職業選択の基盤を作る。

【事前・事後指導の充実】

土曜講座，長期休業課外，小論文講座，各種検定など生徒のニーズ
に応じた学習機会を設け，積極的な参加を促す。

【多様な学習機会の提供】

生徒や保護者への情報提供を充実させ，進路意識や目的意識を高め
る。

【計画的な進路ガイダンスの実
施】
【各種便り，HP等の充実】

地域の行事を積極的に伝達するとともに，その行事等へ自主的に取り
組み，社会参画の場面を工夫して成就感や自信が持てる実践的な活
動を行う。

【生徒会活動の充実】
【広報活動の充実】
【笛吹市との包括連携による活
動】

ウエルカム笛吹・フェスタ笛吹の行事を通じ，地域社会の一員としての
所属感や連帯感をさらに強く持てるよう育成する。

【フェスタ笛吹への主体的な取り
組み】
【外部への積極的なＰＲ】

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

4

〇生徒が身に付けた力を具体的に実践し応用力を育成する学び
は、実社会において対面する出来事に最も近い学習であり、社会を
たくましく生きていく力を育成する実践の場として、非常に意義ある
企画である。〇ボランティア活動や市商工会等との取り組みは、地
域社会を知り興味を持つ機会となり社会生活の実践的な学習であ
る。〇「マルシェ笛吹」で大勢の来場者に対し、生徒が積極的に話し
かけ、学びの成果を一生懸命伝えている姿に感心した。多くの学科
を有する笛吹高校は、地域の人たちと親密な関係が築けており、生
徒の活躍や成長に対する地域からの期待の大きさが伝わってき
た。〇あらゆる場面で生き生きと活動している生徒が目立つ一方、
コミュニケーションが苦手であろう生徒も、自分の置かれた場所で
自分のペースでチャレンジする姿が見られた。その努力を周囲が認
め適切にフィードバックすることで次への自信に繋げてほしい。〇地
域との連携は社会参加の第一歩であり、社会で何らかの役割を担
うことに積極的な若者を育てる笛吹高校の教育活動への期待がま
すます高まっている。

学校目標・経営方針
◎自己の可能性を信じ，何事にも主体的にチャレンジする生徒の育成
◎広い視野をもち，地域社会の形成にすすんで参画できる生徒の育成 山梨県立笛吹高等学校校長　　廣　瀬　志　保

本年度の重点目標

１．魅力ある授業の工夫をとおして，学習意欲の向上と確かな学力の定着をはかる。

達
成
度

ほぼ達成できた。（８割以上）

評
価

良くできている。

自己評価結果 評価

２．日々の教育活動をとおして，良好な人間関係と規範意識の醸成をはかる。 概ね達成できた。（６割以上） できている。

３．キャリア教育を推進し，各々の適性に応じた進路の実現をはかる。 不十分である。(４割以上)

４．笛吹市との包括連携等を活かして，地域課題に取り組む意識と行動力を育てる。 達成できなかった。（４割未満） できていない。

3

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

本年度の重点目標 年度末評価（２月１日現在） 実施日　（令和５年２月１５日）

○笛吹ＧＰ「自己実現のための創造力」に該当する部分であ
り，学年に関係なく徐々に成長を確認できる資質であるた
め，学校生活での全般的な提示を行った。○会場で飲食を
伴うフェスタ笛吹は規模を縮小して行わざるを得なかった
が，普通科の研究成果発表やボランティア部のフードドライ
ブなど，内容の濃い行事となった。○ウエルカム笛吹は，市
商工会のご協力により地域や生徒の活動として定着してい
る。生徒への教育効果も高い。○ウエルカム笛吹他，市のボ
ランティアに多くの生徒が参加し地域社会の一員としての所
属感が得られた。○授業での主権者教育の一環として，笛
吹市による期日前投票所設置及び投票を実施し，社会参画
の意識が向上した。

B

○創造力の源となる「学びを広げる応用力」の育成を各教科
の視点に基づいて行い，多様なものの見方や考え方を身につ
け，社会を生きる力，自分の意見を発信するための材料，情
報活用能力を伸展させる。○地域が抱える問題を深く知る
きっかけとなり，地域社会を今までとは違う目線で考える生徒
が増した。包括連携の取り組みを学校全体で共有できる環境
を充実させる。○日常生活（地域）において中高生が地域の
方々と係る機会が少ない中，これらの行事は貴重なため，多
くの生徒が参加できるよう検討する。○行事の設定において，
生徒の自発的意見を尊重し，様々な人と協働・協調する機会
を設け，言語的活動を充実させることで自己の確立を促す。

〇生徒一人一人を非常に大切に育て見守っている様子が伺えた。
〇生徒自身に「身に着けた力」を評価させ、学習意欲や改善を行う
ことは生徒のやる気を喚起する意味においても有効である。〇主体
的な自己評価が更なる成長へつなげられる生徒は良いが、苦手を
克服できないまま否定的な自己評価やあきらめに繋がるリスクのあ
る生徒も存在すると思う。そのような生徒に対して、スモールステッ
プの小さな目標を明確にする支援、自己評価が達成感に繋がるよ
うな配慮を行ってほしい。〇個の把握や対応が必要不可欠になる。
有効なツールを活用し、引き続き魅力ある学校づくりに努めていた
だきたい。〇先生方が日々授業改善に取り組まれているが、学習
習慣の定着は、学ぶ楽しさを体感することや仲間と切磋琢磨する体
験に裏打ちされるため、授業の工夫と生徒同士の学び合いを更に
活性化させていただきたい。

2
良好な人間関係と規範意
識の醸成を目指した，日常
的な教育活動の工夫

○身につけてほしい資質・能力の育成に取り組み，生徒が
主体的に自己評価を行えるよう，求める力を具体化，可視化
した。○定期的な行事により，マナーの向上，挨拶習慣の定
着，安全意識の向上を図った。生徒とのコミュニケーションを
大切に個々の声を聴くよう努め生徒理解と信頼関係を深め
た。○人との関わりを避ける生徒が多い感があったが，様々
な活動を通して積極的に行動する姿が見られた。○探究活
動を通して地域社会に目を向けるきっかけとなった。友好都
市ドイツの高校とオンライン会議を実施し生徒間交流の土台
作りができた。○学園祭や多くの学校行事へたくさんの保護
者から熱心な協力をいただけた。○部活動を通して，自身や
家庭・地域・社会とのつながりに対する意識が芽生えた。ま
た，他者に対する礼儀やマナーの向上にも繋がった。

B

○教科的な学力だけではなく，人間形成的な学ぶ力の育成を
意識しながら，日常的な学校生活における自己評価を継続で
きるよう働きかけていく。笛吹ＧＰについても，生徒の意見を反
映させてより実態に即したものにする。○教員が生徒の主張
をまずは聞く姿勢，振る舞いを自ら見直し正す姿勢を徹底す
る。○ICT機器を活用し，生徒たちから地域社会へ情報を発信
し，活動を広げていく経験を積んでいけるよう導いていく。○Ｐ
ＴＡの「更なる前進」という熱い思いと行動力が生徒たちに伝
わるよう，学校と保護者の絆を更に深め行事の質を向上させ
る。○外部講師を活用したり，保護者の思いを汲み取った学
びの機会を設け，他者への共感性の向上と多様な価値観の
受容を促す。○コロナ禍で経験不足や耐性の低下している生
徒の特性を的確に捉え，無理のない行事の設定と実行に留
意する。

3

〇日常的に生徒たちの挨拶や生徒と先生方とのやりとりに触れ、
生徒との関係形成に心を配られている様子が伝わる。保護者との
協働による教育活動の充実が更に図られていくのだろうと期待が高
まった。〇冬季、教室で生徒が上着を着て授業を受けており、学校
全体で節電に努めている姿勢に感心した。〇「コロナ禍の影響と思
われるが、人との関わりを避ける傾向がある生徒が増している」と
いう報告が気になった。人と関わる楽しさや人間形成の上で学ぶ事
が多いことを伝えていってほしい。〇学校評価アンケート（教員・生
徒・保護者）の「いじめの未然防止・早期発見の対策」の回答につい
て、教職員と生徒・保護者の評価に乖離が見られる。SOSを発信で
きる生徒に関しては保健室や教育相談等が非常によく機能してい
るが、いじめの予防的対応は日々のきめ細やかな観察や、生徒が
ちょっとしたことでも相談しやすい雰囲気づくりが大切なため、これ
まで以上に環境・土壌づくりに努めてほしい。

1

生徒理解に努めながら学
習意欲の向上と確かな学
力の定着をはかり，魅力あ
る授業づくりに向けた授業
改善の工夫

○笛吹ＧＰ「学ぶための基礎力」に該当し教科的な視点から
も「社会で活きる力」の涵養を図った。○「授業アンケート」
「相互授業参観」を継続実施し，主体的に取り組める授業展
開や指導の改善を行った。○基礎学力不足や成果が中々得
られない生徒へ，個別指導や定期考査前学習会，授業での
振り返り学習を実践した。○やまなしスタンダードに則り，授
業目標の明示，classroom等を利用した達成度の自己評価
を行った。○個別懇談で，学習成績や課題提出状況等につ
いて，生徒○保護者と情報を共有し連携した指導を行い，学
習習慣の定着と課題改善に繋げた。○「今未来手帳」をキャ
リアパスポート的手段として，記録や振り返り，部活動での
活用を促した。

B

○笛吹ＧＰと教科目標の整合性と，GPルーブリックを検証し，
より身近なツールにする。○新教育課程２年目の課題とともに
笛吹ＧＰとの関連性，ICT機器の活用方法について研修を深
める。○グループ活動等で成果を上げている生徒がいる一
方，友人たちとの関りが苦手な生徒もいるため，生徒の特性
を見極めた授業となるよう努める。○ICT機器の授業活用を学
び合う機会を設け，BYOD活用を推進する。○より一層家庭と
連携し生徒の生活状況と課題の把握に努め実態に即した学
校運営を行う。○学ぶ楽しさを感じさせるために，やまなしスタ
ンダードの継続的実践と個々の学習理解度の把握に努める。
○「今未来手帳」をICT端末と並行活用し，聞く・書く・まとめる
力を身に付けさせる。
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〇系統的に実施されている「総合的な探究の時間」の取り組みは、
これからの社会を生きていく生徒にとって非常に有効な活動であ
る。〇生徒自身で長期的な進路を決めるのは難しい事だと思うが、
笛吹高校は生徒に色々な経験をさせ進路について考える機会を多
く設けている。インターンシップや現場実習、笛吹市役所とコラボし
た市の課題解決の提案等、実践的な学習は地域に対する関心や
興味、疑問を持つことに繋がり、大いに探究心が駆り立てられてい
ると思う。〇生徒にも教職員にも達成が求められる日々の「課題」
が多くて大変だと思うが、生徒が自分の描く将来とその視点から見
た現在についてじっくり考える機会の大切さを改めて感じさせられ
た。〇業務や生徒育成に手いっぱいになりそうな現状とは思うが、
今後、キャリア形成に係るワークショップの実施などに関与できない
か検討してほしい。〇高校は生徒と社会との橋渡しを担う役割を大
いに担っていただきたい。探究活動やキャリア教育に力を入れてい
る笛吹高校は、社会で活躍できる人材育成に貢献していると思わ
れる。

3
各々の適性に応じた進路
を実現するためのキャリア
教育の実践

○笛吹ＧＰ「学びを広げる応用力」を意識し，単発的な取り組
みや限定的な知識に留まらない連続性や関連性を踏まえた
評価を行った。○多くの企業が承諾くださりインターンシップ
が３年振りに実施できた。職場体験的な行事が中止となって
いた中，生徒たちにとってよい体験・学習になった。○課外授
業では生徒に長期的な進路目標を持たせ，外部機関とも連
携し年間を通じ多様な学習機会を開設した。○土曜講座や
各種検定に向けた学習の機会を設定し，生徒は卒業後の進
路を見据えた目標に向けて自発的に学習した。○社会で活
躍している方や教育機関から講師を招き，様々な視点から
自分たちを取り巻く社会や自分たちに求められている役割，
ひいては自分の進路について考える機会を設けることがで
きた。○市の課題解決に向けた提案を市役所職員の方に聞
いていただき，キャリア教育を深めた。また，探究活動を通し
て地域への関心を高め，地域とのつながりの大切さを認識し
た。○生徒や保護者に対して情報提供をスムーズに行うこと
ができた。○懇談やICT，HP，通信等を通して，学校生活の
様子を各家庭に伝えるように心掛けた。

B

○魅力ある学校づくりにあたり，教科横断型，かつ，３年間の
継続的な探究活動を意識した「総合的な探究の時間」の計画
を提示した。教育課程の特例に係る研究開発学校へのアプ
ローチとともに，学校をあげて生徒の学びに向かう姿勢と学び
への主体性を育む実践的な取り組みを行う。○インターンシッ
プは，職業観を涵養し，社会性を身に付ける機会であるが，１
年生全員の一斉実施は，運用面でのリスクが大きいため，学
科ごとに実施している現場実習や体験学習などを充実させ分
散実施する方法も検討する。○土曜講座や長期休業課外等
は，生徒・保護者からの期待が大きい反面，時間的に部活動
との両立が難しいため，内容や実施回数などを教科と連携し
て検討する。○総合的な探究の時間の「地域の課題解決」演
習では，実践的な学習ができたことにより地域や課題解決に
対する関心向上につながったことが，生徒の会話の一端や進
路希望等からも窺えた。○土曜講座等の学習機会だけでな
く，BYOD等の活用を通して，家庭で自主的に学習に臨めるよ
う学習法や教材についても情報提供を充実させる。

4

具体的な学習の場面にお
いて，学んだことを積極的
に生かし，他者と連携・協
働しながら課題解決する
力を育む


